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一定の要件を満たす専修学校専攻科の修了者に、
大学院入学資格を付与することについて

 現行の学校教育制度において、一定の基準を満たす４年制の専修学校専門課程の修了者
には大学院入学資格が認められることを踏まえ、専門課程と一貫した教育課程を編成し
通算4年以上の学修を行う専攻科で一定の基準を満たすものの修了者については、大学
院入学資格を付与することとしてはどうか。

 その基準としては、専門課程と一貫した教育課程を編成し通算4年以上の学修を行うも
のであることに加え、大学院入学資格を付与することのできる４年制以上の専門課程の
認定基準と同等の基準とすることが考えられる。

 なお、大学院入学資格を付与することのできる専攻科については、４年制以上の専門課
程に大学院入学資格の付与を認める場合と同様、文部科学大臣が認定を行うことを検討。
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■学校教育法
第百二条 大学院に入学することのできる者は、第八十三条の大学を卒業した者又は文部科学大臣の定めるところにより、これと同等以上の学力があ
ると認められた者とする。ただし、研究科の教育研究上必要がある場合においては、当該研究科に係る入学資格を、修士の学位若しくは第百四条第
三項に規定する文部科学大臣の定める学位を有する者又は文部科学大臣の定めるところにより、これと同等以上の学力があると認められた者とする
ことができる。

② （略）

■学校教育法施行規則
第百五十五条 学校教育法第九十一条第二項又は第百二条第一項本文の規定により、大学（短期大学を除く。以下この項において同じ。）の専攻科又
は大学院への入学に関し大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。ただし、第七号及
び第八号については、大学院への入学に係るものに限る。
一 学校教育法第百四条第七項の規定により学士の学位を授与された者
二 外国において、学校教育における十六年（医学を履修する博士課程、歯学を履修する博士課程、薬学を履修する博士課程（当該課程に係る研究
科の基礎となる学部の修業年限が六年であるものに限る。以下同じ。）又は獣医学を履修する博士課程への入学については、十八年）の課程を
修了した者

三 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における十六年（医学を履修する博士課
程、歯学を履修する博士課程、薬学を履修する博士課程又は獣医学を履修する博士課程への入学については、十八年）の課程を修了した者

四 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における十六年（医学を履修する博士課程、歯学を履修する博士課程、
薬学を履修する博士課程又は獣医学を履修する博士課程への入学については、十八年）の課程を修了したとされるものに限る。）を有するもの
として当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であつて、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

四の二 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価
を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が三年（医学を履修する博士課程、
歯学を履修する博士課程、薬学を履修する博士課程又は獣医学を履修する博士課程への入学については、五年）以上である課程を修了すること
（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度
において位置付けられた教育施設であつて前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位
を授与された者

五 専修学校の専門課程（修業年限が四年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定す
るものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

六 文部科学大臣の指定した者
七 学校教育法第百二条第二項の規定により大学院に入学した者であつて、当該者をその後に入学させる大学院において、大学院における教育を受
けるにふさわしい学力があると認めたもの

八 大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、二十二歳（医学を履修する博士課程、
歯学を履修する博士課程、薬学を履修する博士課程又は獣医学を履修する博士課程への入学については、二十四歳）に達したもの

２ （略）

大学院資格に係る学校教育法及び学校教育法施行規則等の規定について （参考）
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■学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）第七十条第一項第五号の規定に基づき、専修学校の専門課程のうち、当該課程を修了した者
が大学（短期大学を除く。）の専攻科又は大学院への入学に関し大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められるものに係る基準（平成十七
年九月九日文部科学省告示第百三十八号）

学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）第七十条第一項第五号の規定に基づき、専修学校の専門課程のうち、当該課程を修了した
者が大学（短期大学を除く。）の専攻科又は大学院への入学に関し大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められるものに係る基準を次のよ
うに定め、平成十七年十二月一日から施行する。

（参考）
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一 修業年限が四年以上であること。
二 全課程の修了の要件が、次の表上覧に掲げる学科の区分に応じ、同表下欄に掲げるものであること。

三 体系的に教育課程が編成されていること。
四 試験等により成績評価を行い、その評価に基づいて課程の修了の認定を行っていること。

学科の区分 要 件

昼間学科又は夜間等学科
単位制による学科であるもの以外のもの 全課程の修了に必要な総授業時数が三千四

百単位時間以上であること。
単位制による学科であるもの 全課程の修了に必要な総単位数が百二十四

単位以上であること。通信制の学科
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